
教科
(科目)

地歴
（世界史Ａ）

　単位数  ２単位

第１部第１章

世界の諸文明

第１部第２章12～16

繁栄するアジア諸国

１学期中間考査

第１部第２章17～23

大航海時代とヨーロッパ

第１部第３章24～27

市民革命と産業革命

１学期期末考査

第１部第３章28～32

近代の欧米社会

第１部第３章33～37

ヨーロッパのアジア進出

２学期中間考査

第２部第１章

資本主義と帝国主義

第２部第２章

二つの世界大戦

２学期期末考査

第２部第３章

平和と冷戦

第２部第４章

現代世界と日本

学年末考査

計 64

関 関心・意欲・態度

思 思考・判断・表現

技 技能

知 知識・理解

5
  世界各地の諸文明につい
ての理解を深める。

３．学習計画

月 単元名 教材・指導方法 学習活動（指導内容）

6
  教科書・プリントの解説、課
題の提出、確認テストの実施。

  大航海時代と世界の一体
化について理解を深める。

  教科書・プリントの解説、課
題の提出、確認テストの実施。

  市民革命と産業革命につ
いて理解を深める。

9
  教科書・プリントの解説、課
題の提出、確認テストの実施。

  近代の欧米社会の形成に
ついて理解を深める。

2
  教科書・プリントの解説、課
題の提出、確認テストの実施。

  多極化する世界について
理解を深める。

11   教科書・プリントの解説、課
題の提出、確認テストの実施。

  資本主義と帝国主義の成
立について理解を深める。

○長期休業中の課題や授業ファイル等の提出物の内容
○地図・資料問題課題（適宜）

7

  以上の観点を踏まえ

  世界の歴史的事象を通じて、自分なりの考えをまとめたり深めたりできる。

  史料、地図、新聞記事、統計等を適切に扱う技能を身に付けている。

  世界の歴史的事象を理解し、それを自分の知識として活用できる。

   評価は次の４観点から行います。

５．評価規準と評価方法

  世界の歴史事象への関心を深め、進んで理解しようとしている。

平成２９年度シラバス（世界史Ａ）     学番７８　新潟県立海洋高等学校

２．指導の重点

  歴史は、生きた人間の永い間の営みの積み重ねであることを理解し、物事を歴史的にとらえる態度を養う。

１．学習目標

使用教科書  山川出版社『世界の歴史』
副教材等 　なし

時間 評価方法

8

7
期末考査

ノート点検

全コース３学年

  新しい興味と関心を世界の歴史にもてるようにすることに重点を置く。
①教科書を的確に読み、要点をつかませる。
②要点を理解できたか、確認テストで点検させる。
③理解した事項を発展させて、応用力をつけさせる。

4
  教科書・プリントの解説、課
題の提出、確認テストの実施。

歴史地図課題

歴史資料課題

歴史地図課題

歴史地図課題

期末考査
ノート点検

中間考査
ノート点検

・学習内容に沿った地図・資料問題の課題を適宜行い、評価に加える。
・定期考査の前後にノート点検を行い、評価に加える。
・長期休業中の課題については、別途指示する。

６．担当者から一言
  世界の歴史を学ぶことで、現在の世界で起こっている様々な問題を理解していくことができます。授業において
は、地図・資料問題の課題を適宜取り入れ、世界史への視点を養っていきます。世界史の学習を通じて、現代社会
を生きていくうえで不可欠な教養を身につけてほしいと思います。 担当　今井尚文

歴史資料課題

４．課題・提出物等

（55分授業）

7

○定期考査100点満点（年間５回）などから、総合的に判断します。

○授業の取組（授業態度･意欲、作業への参加状況）

5

7

10

12

1 7

7
  教科書・プリントの解説、課
題の提出、確認テストの実施。

  二つの世界大戦について
理解を深める。

  教科書・プリントの解説、課
題の提出、確認テストの実施。

3
学年末考査
ノート点検

  教科書・プリントの解説、課
題の提出、確認テストの実施。

  東アジアとイスラーム世
界の繁栄について理解す
る。

6
中間考査

ノート点検

7

  教科書・プリントの解説、課
題の提出、確認テストの実施。

  冷戦と第三世界の出現に
ついて理解を深める。

  ヨーロッパ諸国のアジア
進出について理解する。


